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東博暢 / Hironobu Azuma
株式会社日本総合研究所 主席研究員
Incubation & Innovation Initiative/未来 統括Director

 ベンチャー支援や社会企業家育成支援、ソーシャルメディアの立ち上げを経て、2006年日本総合研究所入社。
 情報通信分野（ICT）を中心に、PMI、新規事業策定支援、社会実証実験を通じた法制度改正・ガイドライン
 策定支援等を実施している。
 ICT融合領域として、ヘルスケア分野やスマートシティ分野の都市開発支援等のコンサルティング活動を実施している。
 近年は、政府やSRI international等の海外技術系シンクタンクと連携し、バイオ・ライフサイエンス等の科学技術の商業化を推

進するオープンイノベーションプログラムを実施している。イノベーションを推進し、技術系ベンチャー支援・起業家支援にも取り
組む。

 株式会社三井住友銀行と共に、日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術やビジネスアイデアの事業化を支援しイノベ
ーションを推進する異業種連携の事業コンソーシアム「Incubation & Innovation Initiative」を組成し全体統括を行っている

●兼務
 2012年～現在 一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC) 理事 http://www.jssec.org/
 2015年～現在 株式会社地域活性化総合研究所（岩手県大船渡市） 客員研究員 http://kasseika.club/
 2016年～現在 一般社団法人日本スタートアップ支援協会 顧問 http://www.yumeplanning.jp/

●外部委員など
 一般社団法人 日本経済団体連合会「Society5.0実現部会 大都市WG」メンバー（2017年～現在）
 総務省「国際的なデータ流通促進に係る検討会」委員（2016年～現在）
 総務省「ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討ワーキンググループ」構成委員（2016年～現在）
 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「Technology Commercialization Program」審査委員（2014年度～現在）
 総務省「改正個人情報保護法等を踏まえたプライバシー保護検討タスクフォース」 構成委員（2015年～）
 総務省「大規模災害時の非常用通信手段の在り方に関する研究」構成委員（2015年～）

1

AI/IoT/BD領域において、スタートアップ支援、事業開発支援、政策立案支援を実施中。
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Agenda

1. イノベーションエコシステム構築に向けた取り組み紹介

2. AIスタートアップの事業化支援の取り組みについて

3. AIの社会実装・事業化に向けて必要な考え方について
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日本総合研究所では、三井住友銀行とともに金融業務において、AI技術を利用したコール
センター業務の効率化やAIの実装をAI技術を活用したデータ分析自動化（予測分析自動化
技術）を実施している一方で、オープンイノベーション手法を用いた、AIスタートアップ
の事業化支援を実施している。
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• 三井住友フィナンシャルグル－プ（SMFG）では、日本総合研究所および三井住友銀行（SMBC）が中心となって
、金融界から我が国のイノベーションエコシステムの構築に係る活動を実施してきた。

• 現在は、特にシード・アーリーや新規事業領域においてSMFGのプラットフォームを開放し、オープンイノベーシ
ョン手法による我が国の成長戦略の実行を加速させる取り組みを進めている。

 三井住友フィナンシャルグループのイノベーションエコシステムについて

トピックス 概要

Incubator
Accelerator

VC投資

SMBCﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ
「技術シーズの事業化」

産学連携ファンド
SMBC/SMCC

外部ファンドへの出資

ベンチャー
融資

成長性評価融資
2010～2015年度

ベンチャー関連融資金額
約1,200億円

IPO支援

SMBC/SMBC日興共同運営
IPOナビゲーター

会員無料情報提供ｻｰﾋﾞｽ
会員数：約1,200社

ｱﾗｲｱﾝｽ
支援

成長企業と大企業の
技術・業務提携支援

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾐｰﾄｱｯﾌﾟ
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分野 連携先 備考

テクノロジー

テックアクセルベンチャーズ
シード期のテック系ベンチャー投資を目的にオムロン・リコーが共同でファンド設立。産業革新機構およ
びSMBCがLPにて参画。

スパークス・グループ
「AI・ロボティクス・水素社会の実現」等の革新的技術への投資を目的とした「未来創生ファンド」へ
SMBCがトヨタ自動車との協働LPにて出資。

NECキャピタルソリューション 2012年にSMBCとNECで共同ベンチャーファンドを設立。

ユーグレナインベストメント
ユーグレナ・SMBC日興証券・リバネスが日本初の『リアルテック育成プログラム』を実施するVCファン
ド「次世代日本先端技術育成ファンド（リアルテック育成ファンド）」を設立し、経済産業省より産業競
争力強化法に基づく「特定新事業開拓投資事業計画」に認定される。

Sozo Ventures （米国）
2016年1月 三井住友カードが『Sozo Ventures-TrueBridge Fund Ⅱ』に出資し、FinTechを中心とする幅広
い分野の米ベンチャーをSozo Venturesと共に支援し東南アジア各国への事業開発の拡大を展望。

大学発

東京大学エッジキャピタル UTECが運営するベンチャーファンドへSMBCが出資（2004年～）。

官民イノベーションプログラム
国の政策である「官民イノベーションプログラム」により大学ベンチャーキャピタルへSMBCが出資。大学
発技術への早期アプローチと事業化支援を強化。

アグリ 日本戦略投資 当社が運用するSMBCアグリファンドへ出資。

情報通信
IT

インキュベイトファンド
IoTを軸としたイノベーションを創出するベンチャー企業への投資に特化した「インキュベイトファンド３
号」へSMBCが出資。

GMOベンチャーパートナーズ ITベンチャーへの投資に特化した「GMO Venture Partners4」へSMBCが出資。

その他 その他に、日本を代表するIT系ベンチャーキャピタルにSMBCが出資。

ヘルスケア ファストトラックイニシアティブ
ヘルスケア・ライフサイエンス系ベンチャー企業への投資に特化した「ファストトラックイニシアティブ
２号ファンド」へSMBCが出資。

日米架け橋
ジオデシック・キャピタル

（米国）

ジョン・ルース前駐日米国大使、アシュヴィン・バチレディ（アンドリーセン・ホロウィッツ元パート
ナー）、三菱商事が共同で設立したジオデシック・キャピタルが立ち上げた「Geodesic Capital Fund I」へ
SMBCが出資。グロース・ステージにある消費者および事業者向けテクノロジー企業への投資を専門に手掛
ける。

 （参考）スタートアップへのリスクマネー供給のパイプラインについて
テクノロジー、農業、IT、ヘルスケア、フィンテック、大学発ベンチャー等に専門性のあるベンチャーネットワーク
（ベンチャーキャピタル等）との連携体制を構築・強化
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 Incubation & Innovation Initiative（III）について

日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術シーズやビジネスアイデアの「事業化」を支援し、日本経済の活性化に貢献す
ることを目的として、民間主導で異業種連携による事業開発コンソーシアム「Incubation & Innovation Initiative」を組成、
参加に各種研究会を組成して、事業開発・調査・政策提言を実施中。

ブロックチェーン
研究会

2016年4月～

Robot/AI/IoT
研究会

2016年7月～

次世代モビリティサービス
研究会

2016年7月～

次世代都市開発
研究会

2016年7月～

【企画・運営】
株式会社日本総合研究所
【プレミアムメンバー】
株式会社三井住友銀行
【コンソーシアムメンバー】
日本電気株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、関西電力株式会社、株式会
社講談社、住友商事株式会社、トヨタ自動車株式会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、
清水建設株式会社、三井化学株式会社、ダイキン工業株式会社
【協賛・後援メンバー】
一般社団法人医療みらい創生機構、特定非営利活動法人ETIC、大阪市、大阪大学ベ
ンチャーキャピタル株式会社、株式会社海外需要開拓支援機構（クールジャパン機構）
、神戸市、サイエスト株式会社、国立研究開発法人産業技術総合研究所、一般社団法
人新経済連盟、有限会社セミジャパン、崇城大学、株式会社日建設計総合研究所、福
岡地域戦略推進協議会、一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター、株式会
社メイテック
【未来2017後援団体】
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、仙台市、浜松市、
兵庫県、福岡市、復興庁、北海道経済産業局、山梨県、No Maps実行委員会

VISION – The Center of Innovation Eco-system –
第４次産業革命に突入し、益々複雑化する市場、経済、社会環境
において、持続的に価値を創造するイノベーションエコシステムを
構築し、もって日本経済の活性化に貢献することを志向します。

Strategy - Open Innovation Platform 2.0 -
産業界主導の異業種連合による新たなオープンイノベーションプ
ラットフォームを構築し、産業界のアセット（ヒト・モノ・カネ・情報・技
術）を活用したネットワーク型の新規事業開発戦略を志向します。

ACTION
1. 社会にインパクトを与えるビジネスの創造・成長をサポートす

るインキュベーションおよびアクセラレーションプログラム「未
来」の運営

2. コンソーシアムメンバーおよびスタートアップ企業、金融界が
緊密に連携し共同研究や新規事業開発の実施

3. 産業・法制度調査研究や各種セミナーを開催し、イノベーショ
ンを阻害しない社会実態にあった法制度・ルール
整備を行う為の政策提言や官民協働プロジェクト等の政策提
案の実施
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http://mirai.ventures/
未来2016最終審査会選抜スタートアップ

未来201７ 最終審査会選抜スタートアップ

• 近年、様々なアクセラレーションプログラムで、 AI/IoT/BD領域において、スタートアップが登場し、更にその組み合わせに
よるサービスプロダクト（スマートハウス×ＡＩ（自然言語） 等）が登場してきている。

• また、自然言語処理応用のスタートアップも増加してきている。
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1. イノベーションエコシステム構築に向けた取り組み紹介

2. AIスタートアップの事業化支援の取り組みについて

3. AIの社会実装・事業化に向けて必要な考え方について
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AIの処理フローと技術トレンド

（出所）COGNITEE社資料を基に⽇本総研編集

(形式化と親和性⾼い)

ルールベース

統計・確率論

事象認識

形式・ルール化

判別⽅法
（アルゴリズム）

処理

ルールに脳科学的アプローチを投⼊して
処理効率を上げてきたが、学術的にオープン化されがち。
モデリングに失敗しやすいため、実務活⽤に限界も。

近年のAI関連企業コア技術

近年のAIを発展させた理由はここ
⾮構造データを「数値化」しただけで「判別」すると当たり外れが⼤きいが、
処理速度の上昇により、検証回数を増やすことで精度を上げてきた。

⻑年この⾏き来での進化

⽂字・⾳声・画像認識など
⻑年取り組まれてきた分野。投⼊コストの割に、精度が上がりにくい分野だったが、
Input methodの緻密化と処理速度の向上で、急速に進化。

セマンティック・オントロジー等
基本的に「処理しやすくするための処理」であるが、これまで⼤きな進化がない。

⾮構造データ

SI領域に入ってデータ解析を行っているプレイヤーが多い。

Devise

Application

Network

Platform

人手
チューニング

人手
モデリング

人手
ノイズデータ除去

人手
Ｑ＆Ａチェック

Cyber
Physical

ク
ロ

ー
ズ

←
ー

－
－

ー
ー

→
オ

ー
プ

ン

ＡＩ技術が多岐にわたり、事業性の評価が困難であり、今後、特にＡＩスタートアップのデューデリジェンスを行うにあたり、様々
なユースケースを想定したProof of Concept(POC) を実施し、社会実装・事業化していく必要がある。

デバイスからの情報取得、今後IoTからの情報インプットが増大
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思考のコンテクストを解析し、
認知バイアスを取り除くサービスを提供する

UpSighter
ア ッ プ ・ サ イ タ ー

AIによるコミュニケーションの定量化で、
エース社員のトークパターンを検出。強化⽅針を決定できる。

売上の様･ は
どう か？

メ ンテナンスセー
ルスは良いですよ

B2 C売上は？

あんまり 良く ないです、
景気悪いんで。

景気が
悪い

売上の
様･

メ ンテ
ナンス
は良い

B2 Cは
悪い

実際の
情報？

 変換

2 つの補･ 情報 事実根拠がない

これらを計算・解析

情報の種類・数・関係性を検出
AIの⼀領域であるKnowledge Representationの⼿法
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 COGNＩTEE社の事例

発掘 Accelerate POC・事業化目途

上級者のレポート

コグニティ社DB

⽐
較
解
析

上級者のパターン

⽣成

メンバーのレポート

⽐
較
解
析

⽣成

3  

 I n s ig h t / Ac tio n  I tem s Ran k  

Keyw ord s  

A le rt 

1 #2 1 
h a v e  to  be  m in d fu l o f se cu rity   La c k  o f fa ctu a l d ata  

 In c om p le te  ris k  
m a n a g e m e n t 

But w e ha ve  to b e m ind ful of se cu rity . That's  ve ry im p ortan t.  W e  ha ve  to be m in dfu l tha t 

the se devices  are  rea lly  functio nin g  the  w ay 

2 #25  la ck  o f te ch n o log y  to  con tro l 

a lg o rith m s  

 N o m e n tio n  o f  a n  
a lte rn a ti ve  

It's  ve ry very e xpen s ive to develop  that techn ology  an d a t th e m om ent the  con trol 

a lgorithm 's  don 't ex is t for th at techn olo gy be ca use yo u ca n't b uy on e o f th ose han ds  to 

even  de ve lop  the contro l a lg orith m s .  

3 # 10  to o  e a rly  to  th ro w  o ut y ou r 

lice n s e  

 N o  m e n tio n  o f  p o ss ib le  

so lu tio n s  

I thin k it's  g oin g  to  be  a  fe w ye ars before you  can  throw aw ay your d riv in g  licen se.  

4 #2  a  co m p u te r m in d  tha t ca n  th in k  

l ik e  a  h u m a n   
 La c k  o f fa ctu a l d ata  

C ha ng ing  that is  the ultima te g oa l of a rtificia l intellig ence .   It is no t abo ut bu ildin g  a  robo t 

but cre ating  a  com pu te r m ind  that ca n think  like  a  hu m an.  

5 #3 5 A l l o f u s  w o rk in g  to g eth e r   
 La ck  of  fa c tu a l d a ta  

On e o f th e b ig  push es  a nd  a ll o f us  w ork ing  on th is  is  to ma ke sure th at a ll kids   

esp ecia lly  g irls  are encou rag ed  in to  this area we  can not h ave this  bu ilt b y on e 

de m ograp hic g ro up.  

【 # 16 De ta il (of #4 5)】  

Be co m in g  smarte r a cross  the  
bo ard 

【 # 45 R eason  (fo r # 21)】  

da nge r o f exce edin g  hum an  levels  

【 #2 0 Rea son (for #19 )】  

Da nge r in  the au ton omo us syste m 

【 #19  C aution (to #4 5 &  #16 )】  
Cou ld be a  risk  

【 #18 De ta il (of # 21)】  

Start thin kin g  how  to contro l it now  

N E E D  T H IS  AN S W E R  

N E E D  FA CT  E V IDE N C E  

0%  

1 0%  

2 0%  

3 0%  

4 0%  

Id ea / 
Op in ion 

D a ta  / 
Fact 

Reason 

Break do
wn 

Spread-
Out 

Exam p le 

Coun ter  

Question 

Caution 

A VERA GE  

THIS CA SE  

0%  

20%  

40%  

60%  

80%  

100%  

ARRAY RADIAL SPREAD ROUND CIRCLE 

AVERAGE THIS CASE 

Satisfied 

4  

 Ev a lu a tion  a n d  S co rin g  

 
#Topics  
/10m ins  

 

5 . 0 2  

 
Re levance　
btwn topics  

 

1. 7 1 

 
Log ica lity 

 
 

- 0 . 5 8  

 
E a se  to  

pers uade  
 

4 . 7 5  

 
Positive/
N eg a tive  

 

0 . 14  

Avg . 5 .7 0 Avg . 1. 75 Ba la nce 0 .0 0 Avg . 1.2 2 Ba lance 0 . 00 

AVE  
RAG E 

Sm ooth  bu t 
fo rg e tful 

Info rm a tive  / 
 E a sy  to  a ccep t 

Bra in s to rming  Convincin g Ea s y- to-
understa nd  

Alert Proba bility 

U nne ce ss a ry  
d e ta ile d  

in fo rm a tio n  

L im i te d  
P e rs p ec tiv e  

La c k  o f 
a l te r n a tiv e  

o p in io n s  

L im i te d  
P e rs p ec tiv e  

La c k  o f fa c tu a l 
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p o in ts o f 
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L im i te d  
In ve n tive n e s s 

 Co m po ne n ts  

 O ve r a ll T en den cy  o f the  A rg um e n t 

Satis fied 

傾向解析結果

複数企業でＰＯＣ

資金調達 大船渡解析拠点開設（人員整備）・ 事業拡大・・・

ＰＯＣを基に
デューデリジェンス

ＩｏＴのセンシング情報と
自然言語による解析

＋ＩｏＴ

ＡＩ技術の社会実装・事業化においては、オープンイノベーションプロセスによる様々な産業領域の事業会社とＰＯＣが重要
であり、結果、様々な創発が起こり、新たなアライアンスや商品開発、雇用創出が実現している。
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1. イノベーションエコシステム構築に向けた取り組み紹介

2. AIスタートアップの事業化支援の取り組みについて

3. AIの社会実装・事業化に向けて必要な考え方について
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• 現状の対話型人工知能システムは、民間主導の個別アーキテクチャで設計されているが、Amazon社のAlexa、NTTドコモ
の対話システム、GoogleのHomeのアーキテクチャは、下図に示す通り類似した構成要素から成り立っている。

• このような構成要素を鑑みると、ＡＩ技術（自然言語）の社会実装・事業化においては、プラットフォームの共通化、ＡＰＩの公
開による一部オープン化によって、如何に早くプラットフォームのスケールメリットを活かし、様々なサービスを開発するかが肝
であり、結果、自然言語処理技術等の精度が向上、プラットフォームの価値も増し、さらに良いサービスを創発するエコシス
テムを構築することが可能となるのではないか？（オープンイノベーション手法の活用）

対話制御
シナリオ

Core 
System

Module1

Module2

・・・

音声

音声
画像
映像
文字

ＤＢ

知識ベース
辞書

Ａ
Ｐ

Ｉ

Ａ
Ｐ

Ｉ
ＷＥＢ

コンテンツ

ＤＢ
金融系

コンテンツ

チェック

機械学習

知識ベース
辞書

チェック

機械学習

A
P
I

A
P
I

センシングにより得られる大量の環境データ

IoT/BD

VB VB VB VB

自然対話プラットフォーム

要素間のAPIの開発・標準化（及びそ
のAPIを利用したシステムの研究開発
を行うためのツールの開発）が必要で
はないか？

APIエコノミーによる新たなベンチャービジ
ネスの創出が期待される。
新たな分野特化型PFの構築も視野に。



Copyright (C)  The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.14

Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp


